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事業名 ： 自然エネルギーの普及モデル構築等支援委託業務  

会議名称 初回小水力専門部会 

開催日時 平成 23 年 12 月 6 日（火曜日） 10：00～11：30   

実施場所 長野市 新建第三ビル 5F 

参 加 者 

・丸山（長野県小水力利用推進協議会  ・月岡（信州松本アルプルの風） 

・大洞（信大自然環境診断マイスター）・高橋（ナガサカ電気株） 

・藤城（商品開発コンサルタント）  ・松木（グルーラムハウス株） 

・小飼（産業アドバイザー）     ・宮下（事務局次長） 

・武居（事務局）       合計 9人 

記 録 者 武居 辰三(事務局コーディネーター) 

実 施  

内 容 

1)役員選出 
 

・副部会長：大同 盛胤 で決定しました。  
 部会長・会計は、次回部会までに調整して決定する。 担当：事務局 
 
2)小水力部会運営方針 
 
① 本年度活動計画 
・水利権（河川法）許可に関わる申請が難しいとの声をよく聞くので、初心者の方

が 理解できる学習会を開くことを計画する。 
○長野県は 1 級河川がほとんどなので、国交省の北陸地検水利担当の方を招いて行

う。 
  ○長野・北信地域協議会でも同じような学習会を計画しているので、小水力部会と

協賛で行えないか打診してみる。 
  ○時期は、2 月上旬を計画しています。 
  
② 本年度・来年度活動計画 

  目標：実証実験例を増やす 
  ○参加者を募り見学会を行う。 
   →信州ネットのホームページで、小水力発電の適地があるか募集する。 
   →小水力部会で 2・3 ヶ所の適地を絞る。 
    小水力部会では、月岡様、丸山様といった実践者がいるので、その経験と資料

をもとに、適地を選定する。 
   →実施時期を決めて、初回見学会を現地に出向いて適地の評価を行う。3 月予定 
   →評価については、流量・落差・電線との距離等を主に行う。 
   →適地において、モデル地点を選定し、具体的な手続き、設備等の設計を行って

いく 
 ＊別途、国、県の小水力適地調査情報を収集し、上記の参考とする。 
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   設計する上では、以下を考慮する。 
   □最新の技術 
   □運営ノウハウ（保守等） 
   □低コストでの発電法 
    
 
3)その他 
  
 ○飯田市の取り組み 
  ・現在飯田市では、水利権申請窓口を一本化する取り組みが行われていますが、 
   小水力部会でも、協力できないか打診する。 担当：事務局 
  
○電気の売電事業化において、7 月から始まる全量買取制度が及ぼす影響を検討する。
 
○電力以外での使い方 

記 録 写 真 

       

 

  


